
中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

i
l上
海
お
よ
び
湖
北
省
に
つ
い
て
|
|

中
国
の
経
済
的
躍
進
に
は
目
を
見
は
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
現
時
点
が

「
社
会
主
義
初
級
段
階
」

と
規
定
さ
れ
、

そ
の
成
熟
あ
る
い
は
高
級
段
階
に
達
す
る
に

は
今
後
百
年
を
要
す
る
の
で
、

そ
れ
に
至
る
ま
で
の
い
わ
ば
過
渡
期
で
あ
る
つ
初
級
段

階
」
で
は
「
計
画
的
商
品
市
場
経
済
」
を
と
り
得
る
と
、
政
策
転
換
し
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
こ
の
政
策
転
換
は
中
国
の
真
の
近
代
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
、

閉
鎖
的
で
あ
っ
た
中
国
に
と
っ
て
第
二
の
寸
開
国
」
を
も
た
ら
し
、
国
際
的
な
経
済
的

競
争
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
上
海
を
は
じ
め
と
し
て
沿
岸
地
域
に
「
経
済
特
区
L

を
設
け
、

「
改
革
、
開
放
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
積
極
的
に
市
場
競
争
を
行
な
う
と
同
時

に
、
海
外
か
ら
の
資
本
導
入
、
合
弁
会
社
の
設
立
に
よ
っ
て
国
内
の
生
産
性
の
向
上
を

計
っ
た
の
で
あ
る
。
「
経
済
特
区
」
は
中
国
の
生
産
、
貿
易
、
金
融
の
拠
点
で
あ
る
と
同

時
に
、
先
進
資
本
主
、
義
国
の
「
飛
地
」
の
如
き
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
役
割
は
、
中
国

の
経
済
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

そ
こ
で
作
り
出
さ
れ
る
経
済
的
繁
栄
を
次
第
に
内

陸
部
に
波
及
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
基
本
路
線
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、

中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

針

清

人

生

そ
の
内
陸
部
(
山
区
農
村
)

へ
の
波
及
効
果
に
は
百
年
を
要
す
る
と
い
う
予
測
が
あ
る

限
り
、

そ
の
構
想
は
遠
大
と
い
う
よ
り
も
、
沿
岸
部
と
内
陸
部
の
経
済
格
差
が
ま
す
ま

す
拡
大
す
る
と
い
う
現
実
の
矛
盾
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
着
目
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

経
済
活
動
の
活
発
な
経
済
特
区
の
繁
栄
は
、

「
個
体
戸
」

と
呼
ば
れ
る
中
小
の
私
企

業
を
続
出
さ
せ
、

「
億
万
元
戸
」

と
呼
ば
れ
る
成
金
も
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

資
本
家
、
地
主
階
級
を
否
定
し
て
来
た
社
会
主
義
国
中
国
に
と
っ
て
矛
盾
で
あ
る
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
営
利
活
動
が
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
る
そ
の
背
後
で
、
各
級
政
府

幹
部
の
「
官
倒
」
と
呼
ば
れ
る
企
業
汚
職
、
権
力
の
濫
用
、

一
般
人
の
聞
に
も
拝
金
主

義
が
横
行
し
始
め
、
個
人
的
利
益
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
改
革
、
開
放
」
に
よ
っ
て
社
会
主
義
道
徳
が
資
本
主
義
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
も
の
と
捉
え
ら
れ
、

そ
の
汚
染
が
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
、
深
刻
化
す
る
だ
ろ
う
と
い

う
指
導
者
た
ち
の
危
倶
が
「
道
徳
教
育
の
強
化
」
(
「
加
強
徳
育
L
〉
の
根
拠
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
民
主
化
を
要
求
し
た
学
生
の
運
動
、
所
謂
「
天
安
門
事
件
」
も
資
本
主
義

文
明
の
汚
染
と
捉
え
ら
れ
、
学
生
に
は
軍
事
訓
練
、
政
治
教
育
が
課
せ
ら
れ
た
の
も
記



中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

先
進
国
の
風
俗
、
文
化
も
観
光
客
、

T
V
を
通
し
て
普
及
し
、

コ
l
ラ、

フ
ァ

l
ス

ト
・
フ

l
ド
を
通
し
て
、

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
や
野
菜
サ
ラ
ダ
等
を
飲
食
す
る
こ
と
も
見

ら
れ
、
食
文
化
に
一
寸
し
た
変
化
も
見
ら
れ
る
。
ま
た

T
V
の
影
響
を
受
け
、
デ
イ
ス

コ
、
カ
ラ
オ
ケ
で
遊
ぶ
若
者
も
多
い
が
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
浪
費
文
化
も

始
ま
っ
た
の
で
、

カ
ラ
オ
ケ
唐
に
は
「
愛
国
歌
し
を
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
。
こ
れ
も
社
会
の
徳
育
の
一
環
と
し
て
の
「
愛
国
運
動
」
で
あ
る
。

ま
た
、
先

進
国
の
文
化
の
侵
入
に
対
し
、
中
国
伝
統
文
化
を
擁
護
す
る
と
い
う
目
的
で
「
国
風
」

運
動
が
起
こ
り
、
各
省
の
中
央
電
視
台

(
T
V
局
〉
で
は
、

そ
の
士
地
の
遺
跡
歌
舞
、

景
観
等
を
放
映
し
て
、
徳
育
の
徳
目
の
一
つ
で
あ
る
「
愛
祖
国
し
の
具
体
化
を
計
り
、

人
々
を
国
家
に
吸
引
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

社
会
主
義
中
国
の
経
済
を
支
え
て
来
た
国
営
企
業
の
非
能
率
、
怠
惰
、
杜
撰
、
責
任

の
所
在
の
不
明
瞭
等
が
復
合
す
る
時
、
非
生
産
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な

状
況
を
打
開
す
る
方
策
が
「
改
革
、
開
放
L

で
あ
り
、
中
国
経
済
の
活
性
化
を
計
る
も

の
で
あ
っ
た
。
困
難
な
国
家
財
政
問
題
を
解
決
し
、
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め

に
、
国
営
企
業
の
大
部
分
を
民
営
化
し
、
市
場
で
の
自
由
競
争
に
委
ね
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
ま
た
、
個
人
、
企
業
等
に
兼
業
を
認
め
、
自
ら
の
努
力
に
よ
る
自
主
自
立
を
促

し
た
。
兼
業
と
は
個
人
に
お
け
る
単
な
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
如
き
も
の
で
は
な
い
。
自
ら

の
本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
切
を
獲
得
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
家
財
政
困
難
な
と
き
、
予
算
内
経
費
は
人
件
費
に
も
充
た

ぬ
の
で
、
例
え
ば
軍
隊
に
関
し
て
い
う
と
地
方
に
駐
屯
す
る
あ
る
部
隊
は
養
魚
場
を
経

営
し
、
軍
医
学
校
で
は
製
薬
会
社
を
設
立
し
て
大
成
功
を
お
さ
め
、
あ
る
部
隊
で
は
射

撃
場
を
観
光
客
に
開
放
し
て
各
種
兵
器
の
試
射
を
行
わ
せ
て
料
金
を
と
り
、

そ
の
収
入

で
部
隊
を
維
持
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
各
種
学
校
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る

各
種
各
級
の
学
校
、
す
な
わ
ち
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
教
育

を
行
な
う
た
め
に
各
種
の
企
業
の
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
。

あ
る
幼
稚
園
で
は
十
人
前

後
の
職
工
の
手
作
業
に
よ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
製
造
す
る
仕
事
場
を
経
営
し
、

あ
る
農

村
の
普
通
初
級
中
学
で
は
養
豚
業
者
の
協
力
を
得
て
、
生
徒
に
生
産
労
働
の
実
践
を
行

わ
し
め
、

そ
の
収
入
を
学
校
経
営
費
、
教
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
て
い
る
。
名
門
校
で

あ
る
武
昌
実
験
高
級
中
学
で
は
、
生
徒
の
入
学
時
に
校
債
を
発
行
し
、

そ
の
運
用
に
よ

っ
て
設
備
、
施
設
を
整
備
し
、
校
舎
の
新
、
改
築
を
行
な
っ
た
。

し
か
し
貧
困
な
山
区

農
村
の
学
校
で
は
こ
の
種
の
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
村
民
か
ら
林
檎
の
木
の
寄
附
を

受
け
、
収
穫
時
に
収
入
を
計
る
と
い
う
ケ
l
ス
も
あ
る
。

ま
た
、
大
学
で
は
飯
庖
(
レ
ス
ト
ラ
ン
)
や
公
司
(
企
業
)
を
経
、
営
し
た
り
各
種
各

様
の
工
夫
を
こ
ら
し
て
収
入
の
増
大
を
計
っ
て
い
る
が
、
文
系
よ
り
は
理
工
系
が
高
い

収
入
を
大
学
に
も
た
ら
す
の
で
、

ボ
ー
ナ
ス
等
の
支
給
も
理
工
系
が
多
く
、
数
人
い
る

副
校
長
(
副
学
長
〉
の
内
の
一
人
は
経
済
担
当
で
資
金
集
め
に
奔
走
す
る
と
同
時
に
、

各
種
企
業
の
経
営
に
関
っ
て
い
る
。
あ
る
老
教
師
は
現
在
の
中
国
の
教
育
事
情
に
つ
い

て
「
前
経
後
学
」
(
経
済
が
第
一
で
、
学
問
は
二
の
次
だ
)
と
苦
々
し
げ
に
い
っ
た
が
、

こ
の
種
の
経
営
努
力
な
し
に
給
与
に
も
影
響
し
、
学
校
維
持
も
ま
ま
な
ら
ぬ
の
が
実
情

そ
れ
で
も
教
員
の
給
与
は
全
体
的
に
低
く
、
地
方
に
お
い
て
は
さ
ら
に
低
く

で
あ
る
。

不
満
は
大
き
い
。
電
子
工
学
の
専
門
家
よ
り
大
学
の
門
前
で
卵
を
売
っ
て
い
る
老
爺
や

飯
居
の
老
板
(
コ
ッ
ク
)
の
方
が
収
入
が
よ
い
&
白
瑚
す
る
の
は
ま
だ
よ
し
と
し
、

あ

る
大
学
で
は
、
商
品
市
場
で
活
躍
し
得
る
英
語
、

日
本
語
教
師
の
全
員
が
大
学
か
ら
逃

亡
し
(
走
社
会
)
都
会
に
職
を
求
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
学
生
も
優
秀
な
者
ほ
ど
企
業



に
進
む
者
が
多
く
、

し
か
も
教
師
よ
り
も
高
給
で
あ
る
。
大
学
は
専
ら
経
済
的
な
理
由

か
ら
授
業
料
を
徴
集
す
る
に
至
た
り
(
北
京
大
学
で
は
二
千
元
、
華
中
理
工
大
学
で
は

二
千
七
百
元
と
聞
く
〉
、

更
に
は
、

私
立
大
学
も
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
貧
困
な
地
方
出
身
者
は
経
済
的
事
由
で
進
学
で
き
ぬ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

更
に
問
題
は
、
経
済
的
格
差
の
著
る
し
い
山
区
農
村
の
子
女
に
あ
っ
て
は
、
当
初
か

ら
小
学
校
に
入
学
せ
ぬ
も
の
、
義
務
教
育
を
中
途
退
学
す
る
者
を
増
や
し
て
お
り
、
学

歴
統
計
表
の
「
文
盲
、
半
盲
L

の
項
目
に
は
相
当
の
数
字
が
示
さ
れ
て
お
り
、
識
字
率

を
か
な
り
低
下
さ
せ
て
い
る
。
省
、
市
、
県
等
の
各
教
育
委
員
会
は
「
掃
盲
斑
」
を
組
織

し
、
識
字
率
を
高
め
る
た
め
夜
学
を
行
な
っ
た
り
、
業
余
学
校
、
成
人
教
育
、
「
学
後
」

教
育
を
強
化
し
て
い
る
。

中
国
の
教
育
に
と
っ
て
の
大
問
題
は
人
口
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
様
々
な
方
面
で

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
教
育
に
と
っ
て
も
大
き
な
圧
力
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
増
加
を
防
ぐ
た
め
、
違
反
す
れ
ば
刑
事
罰
を
伴
な
う
と
い
う
、
所
謂
「
一
人
つ

子
」
(
独
生
子
女
)
政
策
が
厳
密
な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
「
一
人
っ
子
」
は
四
人
の

祖
父
母
、
両
親
に
溺
愛
さ
れ
つ
小
皇
帝
L

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
費
沢
か
つ
我
俸
に
育

っ
て
お
り
、

公
共
心
が
薄
く

人
間
関
係
も
従
来
と
異
っ
て
来
て
い
る
の
で
、

「
学
前

教
育
L

と
い
わ
れ
る
幼
稚
園
教
育
の
強
化
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
町
の
い
た
る
所
に
、

多
産
社
会
は
近
代
化
を
妨
げ
る
と
い
う
趣
旨
の
ポ
ス
タ
ー
や
、
晩
婚
を
す
す
め
る
立
看

板
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
社
会
福
祉
制
度
が
完
備
し
て
い
な
い
の
で
、
老
後
の
生
活
は
子

供
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
子
供
は
多
い
方
が
望
ま
し
い
。
ま
た
農
村
で
は
労
働
力
と

な
る
男
子
が
生
れ
る
ま
で
出
生
届
を
出
さ
ぬ
こ
と
も
あ
る
。
二
人
目
か
ら
の
子
供
は
出

生
届
が
次
さ
れ
ず
、
「
黒
亥
子
し
と
呼
ば
れ
、
全
国
で
一
億
と
も
二
億
と
も
い
わ
れ
る
ヤ

中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

ミ
人
口
と
な
る
。

当
初
か
ら
学
校
教
育
を
受
け
ら

「
黒
亥
子
」
は
戸
籍
が
な
い
故
に

れ
ず
、
未
識
字
者
と
な
る
運
命
に
あ
る
。

は
さ
て
お
い
て
も
、

し
か
し
、
「
黒
亥
子
」

人
口
の
自
然
増
加
は
、
教
育
部
門
に
と
っ
て
は
直
ち
に
教
室
増
加
に
つ
な
が
り
、
施
設
、

設
備
、
教
科
書
、
教
材
、
教
職
員
等
に
関
し
て
教
育
経
費
の
圧
迫
に
な
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。

ま
た
、
自
分
の
子
供
に
適
当
な
教
育
環
境
を
与
え
得
ぬ
貧
困
な
農
村
地
区
に

赴
任
す
る
教
師
は
少
な
く
、
無
資
格
と
ま
で
は
い
か
ぬ
と
も
資
格
に
欠
陥
の
あ
る
者
が

農
村
か
ら
給
与
を
得
て
教
師
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

」
れ
ら
は
「
民
弁
教
師
」
と
呼
ば

れ
(
各
級
政
府
か
ら
給
与
を
得
る
「
公
弁
教
師
」
に
対
し
、
高
級
中
学
程
度
の
学
力
の

場
合
が
多
く
、
低
給
与
)
、
農
村
に
一
般
的
で
あ
る
。

「
民
弁
教
師
」
に
頼

こ
れ
ら
の

ら
ざ
る
を
得
ぬ
の
が
中
国
の
教
育
界
の
実
状
で
あ
り
、
各
級
教
育
委
員
会
に
と
っ
て
は

」
れ
ら
の
「
民
弁
教
師
」

の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
の
再
教
育
(
「
培
訓
」
)
、

資
格
付

与
も
不
可
避
で
あ
り
、
民
弁
教
師
の
公
弁
化
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

中
国
の
教
育
事
情
は
前
述
の
よ
う
に
、
教
育
だ
け
を
切
り
離
し
て
考
え
て
み
て
も
深

刻
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
が
、
教
育
は
も
と
よ
り
社
会
の
一
制

度
で
あ
る
限
り
、
教
育
は
社
会
の
諸
制
度
、
諸
構
造
と
関
わ
っ
て
、
問
題
は
な
お
複
雑

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
社
会
の
一
部
分
、

一
制
度
の
み
が
突
出
し
て

近
代
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
他
の
部
分
が
近
代
化
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
真

に
「
近
代
化
し
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
従
っ
て
寸
改
革
開
放
L

の
中
で
、
都
市
部
と

沿
岸
部
の
経
済
の
み
が
突
出
し
た
現
状
に
、
教
育
も
追
い
つ
く
べ
く
改
革
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、

し
か
も
経
済
格
差
の
大
き
さ
は
直
ち
に
教
育
の
質
量
の
格
差
と
な
る

の
で
、

そ
の
水
平
化
が
各
省
教
育
部
門
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
。



中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

一
九
六
五
年
、
国
家
教
育
委
員
会
の
指
示
に
よ
っ
て
、
各
省
、
各
市
の
教
育
委
員
会

は
二

0
0
0年
に
至
る
ま
で
の
社
会
、
経
済
、

人
口
等
の
変
化
を
予
測
し
そ
れ
に
対
応

す
る
合
理
的
な
教
育
対
策
を
確
定
す
る
た
め
の
包
括
的
な
研
究
に
入
り
、
「
教
育
発
展

戦
略
研
究
報
告
」
を
提
出
し
始
め
て
い
る
。

中
国
最
大
の
経
済
都
市
で
あ
る
上
海
市
は
教
育
に
関
し
て
は
様
々
な
矛
盾
を
露
呈
し

て
い
た
の
で
、

い
ち
早
く
一
九
八
六
年
に
研
究
を
開
始
し
、
六
九
年
に
『
上
海
教
育
発

展
戦
略
研
究
報
告
』
(
上
海
教
育
発
展
戦
略
課
題
組
編
〉
を
上
梓
し
た
。

そ
の
研
究
の
目
的
は
、
社
会
主
義
精
神
文
明
建
設
の
促
進
と
、
上
海
教
育
の
特
色
の

そ
の
た
め
「
上
海
教
育
発
展
の
現
状
と
未
来
の
発
展
趨
勢
を
観
測
し
し
、

「二

0
0
0年
上
海
教
育
発
展
の
戦
略
目
標
L

を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

実
現
に
あ
り
、

そ
の
基
本
は
寸
方
向
の
緊
持
、
改
革
の
深
化
、
教
育
投
資
の
増
加
、
教
育
質
量
の
向

上
、
効
果
の
重
視
、
適
度
な
発
展
、
社
会
参
加
、
教
育
と
社
会
の
協
調
」
に
置
か
れ
、

目
標
の
第
一
は
、
上
海
の
経
済
、
科
学
・
技
術
の
実
力
と
社
会
、
政
治
、
文
化
の
要
求

に
対
応
し
得
る
よ
う
な
教
育
規
模
を
形
成
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
高
水
準
の
学
校
を
建

立
し
、
高
度
な
質
量
の
人
材
と
労
働
者
を
養
成
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
多
元
的
な
社
会

主
義
を
目
指
す
教
育
体
系
の
現
代
化
を
果
す
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
目
標
を
達

成
す
る
に
は
、
教
育
体
制
の
改
革
の
深
化
、
教
育
投
資
の
増
加
、
教
師
資
質
の
向
上
、

学
生
の
配
分
と
労
働
人
事
制
度
の
改
善
、
学
制
と
教
育
課
程
の
改
革
、
徳
育
の
強
化
と

改
正
、
教
育
実
践
、
理
論
研
究
の
展
開
、
が
必
要
だ
、

と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
上
海
教
育
が
直
面
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
矛
盾
で
あ
る
。

一
、
社
会
の
要
求
す
る
こ
と
と
教
育
の
提
供
す
る
も
の
の
聞
に
矛
盾
が
あ
る
。

ー
、
学
校
で
の
徳
育
は
新
し
い
時
代
状
勢
の
要
求
に
適
応
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

計
画
的
商
品
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
徳
育
は
多
く
の
新
し
い
問
題
と
挑
戦
に
直
面
し
て

四

い
る
が
、
発
展
と
改
革
を
進
め
る
に
当
つ
て
の
教
育
の
指
導
思
想
は
階
級
属
性
と
政
治

方
向
に
と
っ
て
十
分
で
は
な
い
。
徳
育
の
地
位
と
作
用
は
下
降
し
て
お
り
、
新
し
い
状

勢
に
適
応
し
得
な
い
。
「
教
室
日
育
人
し
と
い
う
教
職
員
の
職
責
も
な
き
が
知
く
で
あ
る
。

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
の
三
者
の
題
に
有
機
的
連
関
も
形
成
さ
れ
て
い
な

ぃ
。
社
会
も
徳
育
を
支
持
す
る
所
が
少
な
く
、
教
育
同
容
も
旧
く
実
際
的
で
な
く
な
っ

て
い
る
。

2
、
旧
い
教
育
指
導
管
理
体
制
。
学
校
は
無
気
力
で
根
本
的
改
善
も
見
ら
れ
な
い
。

管
理
体
制
が
多
種
多
岐
に
分
れ
て
い
る
の
で
、
各
類
の
教
育
を
実
施
す
る
上
で
集
中
統

一
が
困
難
で
あ
る
。

か
つ
学
校
設
置
も
重
復
し
、
教
育
資
源
の
配
置
も
不
合
理
で
、
教

育
効
果
が
低
い
。

3
、
教
育
構
造
は
不
合
理
で
社
会
の
実
際
に
遠
い
。

(1) 

高
等
教
育
は
か
な
り
進
展
し
て
い
る
が
、
初
級
及
び
高
級
職
業
技
術
教
育
、
特

は
欠
乏
し
て
お
り
、
上
海
の
経
済
社
会
が
必
要
と
す
る
職
業
技
術
教
育

体
系
が
市
区
部
、
県
に
一
貫
し
て
い
な
い
。

に
県
の
そ
れ
、

(2) 

人
口
変
動
に
よ
っ
て
、
学
生
数
が
減
少
し
て
い
る
。

(3) 

就
業
者
の
相
当
数
が
卒
業
不
合
格
者
で
労
働
技
能
、
運
用
知
識
を
欠
い
て
い
る
。

人
材
養
成
も
学
校
の
都
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
社
会
的
需
要
か
ら
出
発
し
て
い
な
い
。
教

材
内
容
も
古
く
勉
学
内
容
も
実
際
的
で
な
い
。
加
え
て
、
生
産
・
社
会
実
習
の
時
間
も

、，:、
O
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二
、
社
会
の
供
給
す
る
も
の
と
教
育
が
求
め
る
も
の
の
聞
の
矛
盾
。

ー
、
教
育
投
資
は
絶
対
的
に
不
足
し
て
お
り
、
教
育
事
業
、
設
備
改
善
、
教
育
質
量

の
向
上
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

2
、
教
師
の
待
遇
が
極
め
て
劣
悪
で
、
基
礎
教
育
は
深
刻
な
危
機
的
状
況
下
に
あ
る
。



(1) 

小
、
中
学
教
師
は
一
六
四
九
元
で
あ
る

職
工
人
の
年
収
一
八
六
四
元
に
対
し
、

(
一
九
七
八
年
J
一
九
八
六
年
)
。

(2) 

中
核
と
な
る
青
年
教
師
は
生
活
不
安
か
ら
他
の
職
業
に
「
外
流
L

す
る
も
の
が

多

(
特
に
英
語
教
師
)
。

二
七
四
名
が
企

上
海
の
中
学
英
語
教
師
の
七
九
・
一
%
、

業
、
賓
館
(
ホ
テ
ル
〉
、
自
費
出
国
で
流
出
し
た
。

(3) 

教
師
と
い
う
職
業
に
吸
引
力
を
失
な
い
、

そ
の
資
質
は
下
降
の
傾
向
に
あ
る
。

師
範
大
学
へ
の
進
学
者
も
減
少
し
、
教
職
に
就
く
者
の
資
質
が
低
下
す
る
こ
と
は
、
結

局
、
水
準
の
低
い
生
徒
を
育
成
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。
小
中
学
及
び
教

育
行
政
の
専
門
幹
部
の
待
遇
は
更
に
低
く
、
生
活
不
安
は
大
き
い
。

(4) 

教
師
群
の
構
成
上
の
欠
陥
が
大
き
い
。
数
量
的
に
は
、
小
中
学
の
音
楽
、
美
術
、

体
育
、
英
語
の
専
科
教
師
は
極
端
に
少
な
く
、
教
育
の
全
面
的
発
展
は
危
機
的
で
あ
る
。

女
子
教
員
の
増
加
(
教
師
の
女
性
化
〉
も
問
題
で
あ
る
。
小
学
校
で
は
六
七
・
七
%
、

中
学
で
は
九
O
%
を
超
え
て
い
る
。
特
に
、
文
科
は
全
て
女
性
で
あ
る
。

ま
た
、

人
口
増
加
に
伴
う
小
中
学
入
学
者
数
と
退
職
教
員
数
の
問
題
も
大
き
い
。

九
八
六
年
の
小
学
入
学
者
一
五
・
九
万
、

八
七
年
三
九
・
五
万
。

八
八
年
以
来
年
平
均

八
%
以
上
の
速
度
で
増
加
し
、

九
三
年
に
は
六
六
・
八
万
に
達
し
た
。
初
級
中
学
で
は

八
六
年
に
一
五
・
九
万
、
九
六
年
に
は
三
二
了
四
万
を
数
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現

在
の
小
学
教
師
は
四
一

J
五
O
歳
が
五
二
%
を
占
め
、
中
学
教
師
は
四
五
%
を
占
め
て

お
り
、
入
学
者
が
最
高
に
達
す
る
一
九
九
一
ニ

J
二
O
O
年
に
は
年
平
均
小
学
で
は
一
五

0
0名
、
中
学
も
一
五
O
O
余
人
が
退
職
す
る
。
こ
の
二
つ
の
高
峰
が
見
ら
れ
る
九
O

年
代
に
教
育
投
資
、
教
員
配
置
を
以
っ
て
教
育
質
量
を
上
昇
さ
せ
る
の
は
極
め
て
困
難

な
状
況
に
あ
る
。

世
紀
の
転
換
期
に
、
上
海
の
経
済
社
会
の
発
展
は
多
く
の
こ
と
を
転
換
さ
せ
て
行
く
。

中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

す
な
わ
ち
、
産
品
経
済
か
ら
計
間
的
商
品
経
済
へ
、
内
向
型
経
済
か
ら
外
向
型
経
済
へ
、

首
放
型
経
済
か
ら
集
約
型
経
済
へ
、

現
行
の
政
治
、
経
済
、

科
学
技
術
か
ら
新

文
化
、

体
制
へ
、
低
次
の
生
活
水
準
か
ら
中
等
発
展
国
の
生
活
水
準
へ
、

の
転
換
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
転
換
を
迎
え
る
に
当
っ
て
上
海
市
は
徳
育
を
教
育
改
革
の
首
位
に
置
く
、
す
な
わ

ち
徳
、
智
、
体
、
美
、
労
の
全
面
的
発
展
を
目
指
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
寸
思
想
道
徳
」

に
掲
げ
ら
れ
る
徳
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

熱
愛
祖
国
、

熱
愛
社
会
主
義
事
業
、
共
産
党
指
導
を
擁
護
、
道
紀
守
法
、
社
会
の
安
定
団
結
の
擁
護
、

社
会
責
任
感
、
社
会
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
と
社
会
の
不
良
現
象
の
改
善
、
克
苦
奮
闘

の
精
神
、
勤
倹
節
約
、

公
物
の
愛
護
、
国
家
資
源
の
保
護
、
開
発
と
利
用
、
民
族
の
自

尊
心
と
国
際
主
義
の
精
神
の
体
現
、
世
界
的
活
動
へ
の
参
加
、

で
あ
る
。

ま
た
、
高
等
教
育
を
受
け
る
者
は
、
高
度
な
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
学
習
、
共
産
主

義
の
理
想
と
信
念
の
樹
立
、
共
産
主
義
の
道
徳
品
質
を
備
え
、
資
産
階
級
の
自
由
化
思

潮
の
阻
止
、
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

湖
北
省
に
お
い
て
も
、

上
海
と
事
情
を
同
じ
く
し
て
、

『
湖
北
省
教
育
発
展
戦
略
研

究
』
が
上
梓
さ
れ
た
。

そ
れ
は
一
九
八
九
年
に
研
究
が
開
始
さ
れ
、
九
二
年
に
完
成
し

た。
湖
北
省
に
お
い
て
も
「
経
済
、
科
学
技
術
、
教
育
L

の
一
体
化
、
進
学
率
重
視
の
教

育
体
制
か
ら
労
働
者
素
質
を
高
め
る
教
育
の
重
視
を
目
指
す
教
育
へ
と
改
革
を
行
な
い
、

湖
北
省
の
経
済
発
展
を
最
終
的
な
目
標
に
据
え
る
の
で
あ
る
。
湖
北
省
の
教
育
改
革
は

経
済
的
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
湖
北
省
の
経
済
、
社
会
の

要
求
に
応
え
得
る
地
方
教
育
体
系
は
基
本
的
に
形
成
さ
れ
た
が
、
教
育
と
経
済
の
協
調

五



中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

的
発
展
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
依
然
と
し
て
矛
后
と
問
題
が
あ
る
、

と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
は
寸
体
制
不
順
、
効
果
不
高
、
中
間
凹
陥
、
投
入
不
足
し
と
要
約
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
経
済
、
科
学
技
術
、
教
育
の
三
者
の
聞
の
関
係
は
密
接
で
な
く
順
当
で
な

く
、
教
育
と
科
学
技
術
は
経
済
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
教
育
の
効

果
は
低
い
。

ま
た
、
小
学
校
と
大
学
へ
の
入
学
率
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
中
学
進
学
率

が
激
減
し
て
お
り
教
育
の
階
層
構
造
の
う
ち
そ
の
両
端
は
良
い
と
し
て
も
そ
の
中
間
が

陥
没
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
初
級
中
学
卒
業
後
の
職
業
技
術
教
育
は
薄
弱
で

労
働
者
の
素
質
を
高
め
る
上
で
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
教
育
は
科
学
技
術
、

経
済
と
密
接
な
連
係
を
保
っ
て
「
中
間
凹
陥
」
を
解
消
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、

れ
に
よ
っ
て
経
済
の
上
昇
を
企
図
す
る
。

ま
た
、
教
育
が
必
要
と
す
る
経
費
は
全
く
不
足
し
て
お
り
、

人
口
増
加
の
ピ

l
ク

(
「
人
口
出
生
高
峰
L
)

に
直
面
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、

教
育
投
資
の
不
足
は
危
機

的
で
あ
る
。
小
学
入
学
者
は
一
九
九
四
年
に
は
二
ニ

O
J
一
三
二
万
人
を
突
破
し
始
め

る
(
一
九
九

O
年
の
一
五

O
J
一六

O
M〉。

」
の
こ
と
か
ら
し
で
も
、

湖
北
省
の
人

口
増
加
を
視
野
に
入
れ
、
経
済
を
振
興
し
、
社
会
発
展
、
生
活
向
上
を
促
進
す
る
特
色

あ
る
教
育
発
展
戦
略
を
確
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
湖
北
省
の

教
育
改
革
は
経
済
、
社
会
の
発
展
に
要
す
る
人
材
教
育
が
主
眼
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
教

育
発
展
戦
略
の
重
点
は
、
初
等
教
育
を
完
備
す
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、
初
級
中
学
教

育
、
中
等
職
業
技
術
教
育
、
労
働
者
の
初
級
人
材
の
養
成
、
多
元
的
な
非
学
歴
教
育
体

系
の
建
設
、
現
有
の
人
材
(
「
人
間
資
源
」
)
の
開
発
。
ま
た
、
城
、
鎮
(
地
方
)
の
職

工
文
化
、
技
術
素
質
を
高
め
、
生
産
現
場
の
中
級
、
高
級
技
工
(
技
師
)
の
充
実
と
強

化
、
農
村
で
は
実
用
的
な
技
術
の
所
有
者
を
各
戸
ご
と
に
養
成
す
る
こ
と
、

に
置
か
れ

る
。
従
っ
て
、
発
展
戦
略
は
、
「
経
済
に
向
っ
て
、
構
造
を
調
整
し
、
中
程
度
を
超
え
、

ノ、

(
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協
調
発
展
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
要
約
し
得
る
。

そ
の
た
め
に
、
二
一
世
紀
に
向
っ
て
基
礎
教
育
の
普
及
、
強
化
、
改
革
を
進
め
、
現

在
の
初
級
中
学
進
学
率
六
六
・
九
八
%
を
今
世
紀
末
に
は
八

0
・
六
%
、
更
に
は
八
四

-
一
一
二
%
に
ま
で
高
め
る
。

高
級
中
学
は
、
高
度
な
科
学
技
術
人
材
を
養
成
し
、
高
度
な
科
学
技
術
(
ハ
イ
テ

ク
)
産
業
を
発
展
さ
せ
る
重
要
基
地
で
あ
り
、

ま
た
、
一
ニ
峡
ダ
ム
建
設
で
は
更
に
人
材

要
求
は
増
加
す
る
の
で
、

ハ
イ
テ
ク
の
専
門
職
業
学
校
を
建
設
し
伝
統
的
な
産
業
技
術

を
改
善
す
る
と
同
時
に
、

ハ
イ
テ
ク
の
商
品
化
、
産
業
化
、
国
際
化
に
必
要
な
人
材
を

ヲe

」

育
成
す
る
こ
と
な
ど
が
、
要
求
さ
れ
て
い
る
。

い
う
な
ら
ば
高
級
中
学
は
、
現
在
の
中

国
に
あ
っ
て
は
「
生
産
力
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
専
門
人
材
は
地
方
小
企
業
と
農
村
を

結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

教
育
改
革
を
進
め
、
教
育
水
準
を
高
め
る
た
め
に
は
、
教
師
の
社
会
的
地
位
と
生
活

待
遇
を
不
断
に
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
今
世
紀
末
ま
で
に
教
師
の
実
収
を
幹
部
職
工
の

平
均
に
ま
で
高
め
る
。

ま
た
、
小
学
教
師
の
う
ち
民
弁
教
師
の
比
重
を
減
少
さ
せ
、
今

世
紀
末
ま
で
に
初
級
中
学
の
合
格
民
弁
教
師
は
全
て
「
公
弁
化
」
し
、

小
学
校
の
民
弁

教
師
は
現
有
数
の
三
分
一
以
内
に
お
さ
加
え
る
。

ま
た
、
学
校
と
産
業
の
協
力
関
係
を
発
展
さ
せ
、
学
校
の
収
入
能
力
を
高
め
学
校
経

費
の
欠
之
問
題
を
学
校
そ
れ
自
体
に
お
い
て
解
決
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。以

上
の
よ
う
に
、
経
済
、
科
学
技
術
、
教
育
の
協
調
発
展
が
教
育
発
展
戦
略
の
骨
幹

で
あ
る
。
農
業
を
主
体
と
し
て
い
る
経
済
の
構
造
を
変
革
し
て
工
業
生
産
を
主
体
と
す

る
体
制
に
移
行
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
経
済
の
振
興
、
発
展
を
見
る
に
は
科
学
技
術
と
教

育
に
依
拠
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
科
学
技
術
は
第
一
の
生
産
力
で
あ
る
の
で
、
科
・



技
を
現
実
の
生
産
力
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の
関
係
は
次

図
の
通
り
で
あ
る
。

科技成果科技開発
科技養成

科技の要求に対応する経済
発展、科技投資

〈
湖
北
省
の
教
育
現
状
と
問
題
点
〉

湖
北
省
の
教
育
は
発
展
途
上
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
矛
盾
と
問
題
が
多
い
。

第
一
に
、
経
済
、
科
技
、
教
育
の
関
係
が
未
だ
順
当
で
な
く
、
全
省
教
育
系
統
と
経

済
系
統
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ー
、
計
画
が
不
連
続
で
、
物
質
資
源
、
科
技
資
源
、

人
力
資
源
の
有
効
な
配
置
と
組

合
せ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

2
、
経
、
科
、
教
の
間
に
協
力
が
な
い
の
で

」
の
三
者
の
間
を
調
整
し
得
な
い
。

3
、
政
策
が
一
貫
し
て
い
な
い
。

中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

教
育
内
部
を
見
る
と
、
管
理
体
制
が
合
理
的
で
な
い
の
で
、

そ
の
他
の
部
門
と
の
協
力

を
合
理
的
に
な
し
得
な
い
。

第
二
に
、
基
礎
教
育
の
伝
統
的
な
様
式
は
進
学
率
重
視
で
あ
っ
て
、
労
働
者
の
資
質

を
高
め
る
の
に
有
効
で
な
い
。
確
か
に
「
進
学
率
L

は
教
育
発
展
の
牽
引
車
で
あ
り
、

普
通
学
校
教
育
の
主
要
な
任
務
で
は
あ
る
が
、
単
に
校
長
の
業
績
を
計
る
尺
度
と
な
夕
、

教
育
の
質
の
唯
一
の
判
定
基
準
と
化
し
て
い
る
。
農
村
の
学
生
は
中
等
専
門
学
校
、
大

学
を
農
村
か
ら
離
脱
す
る
唯
一
の
道
と
見
、
卒
業
者
は
地
方
に
帰
ら
ぬ
の
で
地
方
の
活

性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

ま
た
、
城
市
の
各
家
長
は
子
女
の
進
学
を
就
業
の
た
め
の

唯
一
の
道
と
見
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
進
学
率
重
視
の
教
育
は
何
れ
に
し
て
も
、
学
生

の
負
担
を
大
き
く
す
る
と
同
時
に
知
識
偏
重
の
弊
を
生
み
出
し
て
い
る
。

そ
れ
は
「
重

知
軽
徳
」
と
な
り
、
「
知
識
の
注
入
の
み
を
重
じ
知
能
訓
練
を
軽
ん
じ
、
教
室
内
の
教
学

を
重
じ
て
社
会
実
践
を
軽
ん
ず
る
L

の
弊
を
生
ず
る
と
共
に
退
学
率
を
高
め
て
も
い
る
。

一
九
九

O
年
の
全
省
三
三

O
O
戸
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、

「
文
盲
半
文
盲
L

の
戸

主
の
年
収
は
五
五
七
・
四
八
元
、

小
学
文
化
程
度
の
戸
主
は
六
一
九
・
四
四
元
、
初
級

中
学
文
化
程
度
で
は
六
八
五
・
七
六
元
、
高
級
中
学
程
度
で
は
六
八
七
・
八
三
元
で
あ

り
、
学
歴
の
有
無
、
高
低
と
収
入
の
関
係
は
大
き
い
の
で
、
農
村
で
の
生
活
向
上
の
た

め
に
は
中
等
教
育
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
が
、

そ
の
実
効
は
上
ら
ぬ
ま
ま
で
あ
る
。
単

一
の
進
学
率
重
視
の
教
育
は
労
働
能
力
を
養
成
し
得
な
い
し
、
更
に
社
会
適
応
能
力
、

技
術
革
新
能
力
や
実
践
カ
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
に
、
初
級
中
学
教
育
は
弱
体
で
、
九
年
制
義
務
教
育
の
進
行
過
程
の
重
大
な
障

害
と
な
っ
て
い
る
。
湖
北
省
の
学
生
構
成
を
見
る
と
、
農
業
中
学
生
、
初
級
中
学
生
の

数
は
全
国
的
に
見
て
低
く
、
大
学
生
と
小
学
生
の
数
は
大
き
い
。

す
な
わ
ち
、

「
両
頭

大
、
中
間
四
陥
」
と
い
う
奇
形
的
構
造
が
露
呈
し
て
い
る
。

一
九
九

O
年
、
初
級
中
学

七



中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

へ
の
進
学
率
は
七
六
・
二
一
%
(
内
、
農
村
で
は
六
九
・
七
七
%
)
で
あ
る
が
、
退
学

(
流
出
〉
率
は
九
・
六
%
、

一
六
・
八
万
人
(
全
国
七
位
)
に
達
し
て
い
る
。

第
四
、
各
種
中
等
技
術
教
育
の
比
率
は
小
さ
く
、
社
会
経
済
が
要
求
す
る
初
、
中
級

の
人
材
と
合
格
労
働
者
を
満
た
し
得
な
い
。

第
五
、
高
等
教
育
構
造
も
不
合
理
で
経
済
構
造
の
変
化
に
よ
る
人
材
要
求
に
適
応
し

日
守

L
、。

，急今
'
J
y
'
i
v

(1) 

高
等
教
育
の
階
層
比
例
が
不
当
で
あ
る
。
湖
北
省
の
専
門
人
材
の
学
歴
を
見
る

と

一
九
八
五
年
で
は
研
究
生
、
本
科
生
、
大
学
専
科
生
の
比
は

0
・
一
一
:
一
:
一
・

二
九
で
専
科
層
が
不
足
で
あ
る
。

八
八
年
で
は

0
・
一
一
:
一
:
七
・
三
で
あ
り
、
専
科

生
が
激
増
し
本
科
生
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
は
成
人
高
等
教
育
の
膨
張
と
高
学
歴
を

盲
目
的
に
追
及
し
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
世
紀
末
の
合
理
的
比
率
は

0
・
0

ー」

ノ、

-
八
と
予
測
さ
れ
る
。

(2) 

高
等
教
育
構
造
と
産
業
構
造
の
関
係
が
不
適
当
で
あ
る
。
湖
北
省
の
産
業
構
造

の
調
整
の
基
本
方
向
は
第
一
次
産
業
の
基
礎
を
強
化
し
、
農
村
経
済
を
全
面
的
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
、
第
二
次
産
業
を
主
導
と
し
て
重
工
業
の
優
勢
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
軽

工
業
と
紡
績
工
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
。
伝
統
産
業
を
改
造
す
る
と
同
時
に
、

ハ
イ
テ

ク
産
業
を
開
拓
す
る
。
以
上
の
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
、
軽
工
業
、
重
工
業
の
相
互
一
体

と
な
っ
た
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
が
最
終
目
標
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
多
く
の
工
科
専
門
の
人
材
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
養
成
が
急
が
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
J
八
八
年
、
各
地
で
必
要
と
し
た
大
学
専
科
以
上
の
工

科
専
門
人
材
は
九
・
八
万
人
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
配
分
さ
れ
た
の
は
、

一
・
六
七
万

人
で
、

必
要
量
の
一
七
%
を
満
た
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
近
年
、
養
成
し
て
い
る
の
は
主

に
財
経
、
政
法
、
管
理
等
の
文
系
の
専
門
人
材
で
あ
っ
て
、

工
科
人
材
の
養
成
は
不
足

八

し
て
い
る
。

第
六
、
教
育
経
費
の
投
資
不
足
。
経
済
力
が
低
い
の
で
膨
大
な
被
教
育
人
口
が
問
題

の
根
底
に
あ
る
。
統
計
局
の
最
新
予
測
に
よ
る
と
、
本
世
紀
末
に
は
湖
北
省
人
口
は
六

一
0
0
1六
三
O
O
万
人
、
約
一
五
%
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
初
、
中
、
高
の
三
級
学

校
の
学
齢
人
口
は
一
七
五
O
万
人
、
約
五
%
の
増
加
を
見
、
教
育
に
と
っ
て
巨
大
な
圧

(
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力
と
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

過
去
十
年
の
問
、

G
N
P
に
対
し
教
育
経
費
の
占
め
る
比
重
は
年
々
上
昇
し
、

九

七
八
年
二
・
一
三
二
%
、

一
九
九
O
年
二
・
九
O
%
に
増
加
し
て
い
る
が
、
財
政
予
算
内

の
教
育
経
費
の
占
め
る
比
重
は
下
降
し
て
お
り

一
九
八
五
年
の
七
三
%
は
一
九
九
O

年
に
六
O
%
と
な
っ
て
い
る
。

湖
北
省
の
教
育
に
関
す
る
問
題
点
は
「
体
制
不
順
、
効
益
不
高
、
中
間
凹
陥
、
投
入

不
足
し
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

以
上
の
欠
陥
の
是
正
に
関
し
て
二
十
一
世
紀
前
半
、
達
成
す
る
こ
と
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

(1) 

教
育
の
社
会
化
と
社
会
の
教
育
化
の
顕
現
。
学
校
教
育
を
教
育
体
制
の
中
心
と

し
て
不
断
に
強
化
し
、
学
校
教
育
系
統
、
職
工
養
成
系
統
、
社
会
文
化
系
統
を
社
会
の

大
教
育
体
系
に
内
在
的
に
組
成
す
る
。

(2) 

一
次
的
な
学
校
教
育
を
終
身
教
育
に
発
展
さ
せ
る
。
新
技
術
革
命
は
生
産
領
域

に
著
る
し
い
変
革
を
も
た
ら
し
、
職
業
の
流
動
化
、
位
置
変
換
の
加
速
化
、
余
暇
時
間

の
増
加
が
生
起
す
る
が
、

一
次
的
な
学
校
教
育
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
人
々
の
要
求
を
満

し
得
ず
、
「
終
身
学
習
L

が
社
会
の
普
遍
的
要
求
と
な
る
の
で
、

将
来
の
教
育
体
系
は

「
終
身
学
習
」
を
含
む
教
育
体
系
に
改
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、

十

世
紀
教
育
は
「
学
習
、
休
暇
、

工
作
(
労
働
)
が
並
行
す
る
総
合
発
展
戦
略
」
を
必
須



と
す
る
の
で
あ
る
。

(3) 

多
様
な
学
校
教
育
を
一
似
の
有
機
体
に
形
成
す
る
。
最
近
十
年
の
教
育
改
革
は

普
通
教
育
、
職
業
教
育
、
成
人
教
育
、
高
等
教
育
を
包
括
し
た
一
大
学
校
教
育
系
統
を

形
成
し
た
が
、
未
だ
不
成
熟
、
不
完
全
な
の
で
こ
れ
を
調
整
し
、
九
年
制
義
務
教
育
を

基
礎
に
し
て
、
普
通
教
育
と
職
業
教
育
を
有
機
的
に
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
十
年
の
教
育
の
質
量
を
向
上
さ
せ
る
目
標
は
、
「
教
育
は
社
会
主
義
の
現
代
化

に
服
務
す
る
こ
と
、
生
産
と
労
働
の
結
合
を
必
須
と
し
、
穂
、
智
、
体
の
三
育
を
全
面

的
に
発
展
さ
せ
る
建
設
者
と
後
継
者
を
養
成
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。

徳
育
に
関
し
て
は
、
未
来
の
労
働
者
と
建
設
者
は
、
理
想
、
文
化
、
道
徳
、
紀
律
を

有
す
る
社
会
主
義
の
新
人
群
で
あ
る
と
す
る
。
同
時
に
文
明
人
と
し
て
必
要
な
各
種
思

想
日
間
徳
と
行
為
規
範
、
事
業
心
と
責
任
感
、
理
想
に
献
身
す
る
精
神
、
実
事
求
是
、
誠

実
守
信
、
助
人
為
楽
の
精
神
等
の
養
成
。
改
革
開
放
の
要
求
へ
の
適
応
、
進
取
開
拓
の

精
神
、
平
等
競
争
の
観
念
、
自
立
意
識
等
の
養
成
が
目
標
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
今

後
は
「
独
生
子
女
」
(
一
人
っ
子
)
が
大
量
に
増
加
す
る
の
で

集
団
生
活
に
心
を
開

き
、
労
働
の
銀
苦
を
お
そ
れ
ぬ
態
度
を
養
成
す
る
必
要
が
特
に
強
調
さ
れ
る
。

徳
育
は
学
生
の
年
齢
、

心
理
状
況
、
文
化
素
質
、
生
活
経
歴
に
応
じ
て
行
な
う
必
要

が
あ
り
、

「
政
治
思
想
教
育
と
口
問
徳
思
想
教
育
の
有
機
的
結
合
L
、

「
口
問
徳
教
育
を
学
生

の
日
常
学
習
生
活
に
貫
徹
す
る
こ
と
L

を
目
標
と
し
て
実
効
あ
ら
し
め
る
必
要
が
あ
る
。

智
育
に
関
し
て
は
、
全
面
的
に
基
礎
を
築
く
こ
と
、
文
化
基
礎
知
識
と
科
学
基
礎
知

識
を
学
ぶ
こ
と
、
技
術
基
礎
知
識
と
基
本
技
能
を
学
ぶ
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
物
質
世

界
の
改
造
、
智
力
を
現
実
の
生
産
力
に
転
化
さ
せ
る
。
計
画
的
商
品
経
済
と
ハ
イ
テ
ク

産
業
に
適
応
さ
せ
る
た
め
、
学
生
の
商
品
経
済
観
念
と
科
学
技
術
意
識
を
強
化
す
る
。

ま
た
世
界
を
改
造
す
る
能
力
、
自
学
能
力
、
実
行
能
力
と
創
業
能
力
を
高
め
る
。
学
校

中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

教
育
が
実
際
、
労
働
、
国
情
か
ら
離
脱
す
る
と
い
う
現
象
を
徹
底
的
に
改
変
す
る
こ
と
。

学
生
に
理
論
と
実
際
を
関
連
づ
け
さ
せ
、
生
産
労
働
と
社
会
実
践
の
中
で
能
力
を
増
長

さ
せ
る
こ
と
、
が
目
標
と
さ
れ
る
。

体
育
に
関
し
て
は
、

運
動
の
技
能
、

技
巧
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
生
の

精
神
的
健
康
を
重
視
し
、
健
全
な
人
格
に
育
成
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

第
三 (4)
次

ピ

フ

ム

を
迎
え

る

構
造
上
の
目
標
は
基
礎
教
育
の
確
保
で
あ
る
。

一
九
八
六
J
九
五
年
の
十
年
は

そ
れ
を
反
映
し
て
小
学
入
学
者
数
は
一
九
九
四
年

一
三

O
J
一
三
二
万
を
突
破
、
最
大
数
一
四

0
1
一
五

O
万
人
(
九

O
年
の
一
五

O
J

一
六

O
%
)
に
達
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

小
学
教
育
が
巨
大
な
圧
迫
と
な
り
、
一
一

O

0
0年
前
後
に
は
初
級
中
学
が
そ
れ
に
続
く
の
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
状
況
を
迎
え
る

一
九
九
五
年
、

二
0
0
0年
の
各
級
各
類
学
歴
教
育
の
規
模
を
比
較
す
る
と
、
増
加
量
は
大
き
い
。

以
前
に

有
利
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
諸
段
階
の
調
整
を
行
い
、

ま
た
、
今
後
十
年
以
内
に
、

四

O
M前
後
の
初
級
中
学
卒
業
者
が
正
規
の
高
級
中
学

段
階
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
、

そ
れ
に
伴
な
っ
て
普
通
高
級
中
学
の
卒
業
者
の
四

O
M

が
正
規
の
普
通
大
学
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
、
大
量
の
初
級
、
高
級
中
学
の
卒
業
が
非

正
規
の
学
歴
教
育
の
道
を
選
ぶ
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

更
に
い
え
ば
、

小
学
卒
業
後
、
初
級
中
学
卒
業
後
、
高
級
中
学
卒
業
後
の
「
三
後
教

古
河
」
は
教
育
構
造
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
新
し
く
就
労
す
る
労

人
力
資
源
の
開
発
も
ま
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

働
力
の
素
質
の
向
上
、

回

改
革
開
放
政
策
の
進
展
の
中
で
社
会
の
変
化
は
大
き
く
、
人
心
の
動
揺
も
大
き
い
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
っ
て
、
「
徳
育
工
作
の
強
化
の
戦
略
」
の
確
定
が
焦
眉
の
急
で
あ

九



中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化
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型類択選

徳育工作の主要困難と順位

選 択 類 型 I11頂位F2率

社会環境と学校環境の格差 1 63.8 

社会，家長，学生の進学要求 2 52.4 

評価の動揺，政策制度の保障の欠除 4 24.1 

家庭教育と学校教育のズレ 3 29. 7 

徳育工作の系統性の欠除，方法の古るさ 5 20.5 

学校，家庭，地区の結合薄弱 11 10.6 

教師思想、不定，育人意識の格差 7 17.0 

指導の軽視 8 15.6 

学科渉透がなく，教材・資料不足 9 15.6 

学生の思想、が複雑で，徳育軽規 10 13.4 

条件不備，機構不完全 6 19.8 

〈
徳
育
に
関
す
る
問
題
点
〉

一
、
社
会
環
境
の
消
極
的
因
子
の
影
響

ー
、
改
革
開
放
に
よ
り
開
国
し
た
が
、

る
。
二
十
一
世
紀
に
は
国
際
競
争
と
現
代

化
実
現
と
い
う
こ
つ
の
任
務
に
直
面
す
る

の
で
、
人
材
素
質
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
・
智

体
の
三
育
の
全
面
的
見
直
し
、

い
か
な
る

状
況
に
あ
っ
て
も
党
の
基
本
路
線
を
緊
持

し
、
現
代
人
の
道
徳
素
養
と
高
尚
な
情
操

を
備
え
、
社
会
主
義
事
業
心
、
責

任
感
を
有
し
、
現
代
化
建
設
に
必

要
な
科
学
文
化
知
識
を
も
ち
、
開

拓
進
取
の
創
業
能
力
と
創
新
能
力

を
も
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
徳
育
に
関
し
て
は
、
教

師
の
間
に
教
書
育
人
の
方
法
等
に

異
同
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
見
き

わ
め
る
た
め
、

「
徳
育
工
作
中
の

主
要
問
題
と
主
要
困
難
」
を
ア
ン

ケ
l
ト
調
査
し
た
も
の
が
上
の
表

で
あ
る
。

そ
れ
は
新
鮮
な
空
気
を
も
た
ら
す
と
共
に
汚

染
も
流
入
さ
せ
て
い
る
。

一
種
の
精
神
汚
染
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
徳
育
は
も
と
も
と
、

。

商
品
経
済
に
対
し
て
準
備
不
足
で
あ
り
、
免
疫
力
に
差
が
あ
る
。

ま
た
、
道
徳
観
念
の

行
為
準
則
が
教
授
さ
れ
て
も
社
会
、
家
庭
、
学
校
に
実
際
に
存
在
す
る
不
正
の
風
に
遭

遇
す
る
と
た
ち
ま
ち
消
滅
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
徳
育
者
、
政
教
人
員
に
対
す
る
学
生

の
反
感
も
強
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
、
社
会
主
義
の
制
度
そ
れ
自
体
が
不
完
全
で
左
右
の
対
立
が
あ
り
官
僚
主
義
が
あ

る
。
徳
育
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

あ
る
学
生
は
「
社
会
主
義
は
数
十
年

を
経
た
が
農
民
の
状
況
は
解
放
前
と
変
ら
ず
、
農
民
の
怨
嵯
の
声
が
道
に
満
ち
生
活
も

困
難
で
あ
る
が
、
多
数
の
党
員
幹
部
は
ひ
た
す
ら
蓄
財
に
努
め
て
い
る
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
学
生
の
思
想
信
念
に
動
揺
が
あ
る
。

3
、
社
会
の
徳
育
工
作
の
態
度
に
は
冷
、
熱
が
甚
し
く
、

公
正
な
理
解
と
評
価
に
欠

け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

二
、
現
行
の
考
試
と
選
抜
の
制
度
的
な
徳
育
軽
視
。

八
十
年
代
後
半
以
来
、
教
育
部
門
は
徳
育
を
重
視
し
強
化
し
て
き
た
が
、
他
方
で
偏

っ
た
進
学
率
重
視
の
教
育
が
増
え
こ
そ
す
れ
減
ら
な
か
っ
た
。
依
然
、
徳
育
は
軽
視
さ

れ
て
い
る
。
真
の
徳
育
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
第
一
に
、
政
治
方
向
の
堅
持
の

教
育
が
主
力
な
の
で
徳
育
を
圧
倒
し
て
い
る
。
第
二
に
、
改
革
開
放
は
経
済
が
主
目
標

で
あ
り
、
経
済
は
科
学
技
術
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
智
育
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
各
種
考
試
制
度
の
考
評
は
徳
育
軽
視
の
風
潮
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

徳
育
は
人
材
選
択
に
関
し
て
客
観
的
な
規
則
も
有
し
て
い
な
い
。

、
新
時
代
に
対
応
す
る
徳
育
体
系
、

工
作
条
件
の
不
備
。

ー
、
改
革
開
放
以
来
、
中
国
は
社
会
主
義
初
級
段
階
の
経
済
様
式
を
探
究
、
確
立
し

た
。
そ
れ
が
計
画
的
商
品
経
済
で
あ
る
。

そ
の
急
激
な
発
展
は
伝
統
的
な
経
済
体
制
、

生
産
関
係
、
価
値
観
、
道
徳
観
、
人
間
関
係
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
改
革
開
放
前
の



学
校
教
育
は
伝
統
的
な
産
品
経
済
観
念
に
準
拠
し
て
い
た
。
こ
の
伝
統
的
な
観
念
と
準

則
が
変
化
、
動
揺
し
、
新
し
い
商
品
経
済
観
念
も
未
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
徳
育
工

作
者
の
思
想
観
念
も
混
乱
し
、
計
画
的
商
品
経
済
の
認
識
も
な
く
、
適
応
と
転
換
は
困

難
で
あ
る
。

か
つ
て
の
「
大
公
無
私
」
の
観
念
に
対
し
て
商
品
経
済
に
お
け
る
競
争
観

念
、
利
益
原
則
を
如
何
に
統
一
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
計
画
的
商
品
経
済
に
適
応
す
る

徳
育
目
標
と
内
容
に
深
く
踏
み
こ
み
得
な
い
で
い
る
。

社
会
主
義
初
級
段
階
に
対
応
す
る
現
実
目
標
を
立
て
る
と
き
二
つ
の
問
題
に
出
会
う
。

(1) 

社
会
主
義
の
成
熟
あ
る
い
は
高
級
段
階
の
目
標
内
容
を
初
級
段
階
の
普
遍
的
な

要
求
と
す
る
時
、
初
級
段
階
の
必
然
的
か
っ
合
理
的
な
目
標
と
内
容
は
除
外
さ
れ
る
。

要
求
と
現
実
に
落
差
が
生
ず
る
。

(2) 

商
品
経
済
中
の
消
極
的
な
因
子
を
誤
っ
て
初
級
段
階
の
合
理
的
内
容
と
し
て
目

標
に
入
れ
る
と
き
、
徳
育
の
目
標
要
求
は
低
下
す
る
。

2
、
徳
育
目
標
と
内
容
の
段
階
的
要
求
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
徳
育
の
目
標
、
内
容
の

高
低
は
学
生
の
身
心
発
育
成
長
に
対
応
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
各
自
段
階
の
特
殊
性
を

考
慮
せ
ず
、
共
産
主
義
道
徳
理
想
に
共
通
す
る
寸
愛
国
、
愛
祖
国
、
愛
社
会
主
義
」
を

単
純
に
徳
育
内
容
と
し
て
選
択
し
て
い
る
。
教
育
内
容
は
単
純
に
重
復
す
る
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
経
済
学
の
教
育
内
容
は
、
中
学
か
ら
大
学
ま
で
そ
の
基
本
内
容

は
完
全
に
一
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
教
育
に
学
生
に
倦
き
て
い

る。
3
、
徳
育
方
法
は
旧
式
で
あ
る
。
学
校
徳
育
の
方
法
は
依
然
と
し
て
伝
統
的
で
あ
る
。

学
生
の
反
応
は
「
味
に
之
し
い
。
千
篇
一
律
。
感
動
を
お
ぼ
え
ず
」
が
七
一
・
一
%
で

あ
る
。

八
二
%
が
「
無
味
乾
燥
、
形
式
陳
腐
、
内
容
重
復
、
新
し
さ
に
欠
け
る
」
で
あ

る。

中
国
に
お
け
る
教
育
発
展
戦
略
と
徳
育
の
強
化

4
、
徳
育
考
評
、
管
理
は
経
験
的
で
あ
る
。

そ
の
評
価
の
方
法
は
感
覚
的
判
断
が
主

で
あ
っ
て
系
統
的
研
究
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
徳
育
工
作
者
は
兼
職
者
が
多
く
、
質
も

一
定
で
な
い
。

湖
北
省
の
徳
育
強
化
の
基
本
思
想
。

先
進
諸
国
で
は
、
年
々
、
売
春
、
飲
酒
、
麻
薬
、
殺
人
、
暴
力
等
の
精
神
的
類
廃
な

ど
、
道
徳
喪
失
の
現
象
が
増
加
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
資
本
主
義
制
度
内

の
矛
盾
の
反
映
で
あ
り
、

そ
の
制
度
内
で
は
根
本
的
に
解
決
不
能
で
あ
る
。
中
国
の
社

会
主
義
の
条
件
下
で
も
、
現
実
に
学
生
徳
育
は
問
題
と
矛
盾
に
直
面
し
て
い
る
。

し
か

し
そ
れ
は
認
識
の
一
面
性
と
工
作
中
の
失
敗
に
由
来
し
て
い
る
。

そ
の
実
質
は
社
会
主

義
の
協
学
方
向
を
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
る
。
徳
育
は
深
化
改
革
す
れ
ば
克
服
可
能
で
あ

る。
学
校
内
部
の
矛
盾
は
、
徳
・
智
・
体
の
三
育
が
分
裂
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
進

学
率
重
視
が
そ
の
分
裂
を
強
く
し
て
い
る
。

そ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、

ー
、
徳
・
智
・
体
の
三
育
の
相
互
惨
透
と
学
生
の
全
面
発
展
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

2
、
学
風
、
教
風
、
校
風
の
相
互
協
調
、
教
育
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

3
、
小
、
中
、
大
学
の
相
互
接
衝
、
教
育
の
連
続
性
が
必
要
で
あ
る
。

4
、
学
校
、
家
庭
、
社
会
の
相
互
結
合
、
一
二
者
共
同
で
教
育
の
責
任
を
担
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

a
、
文
化
芸
術
、
新
聞
、
出
版
の
正
確
な
世
論
動
向
は
青
少
年
学
生
の
健
全
な
成
長

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

b
、
社
会
資
源
の
開
発
と
利
用
。
歴
史
館
、
博
物
館
、
先
駆
者
の
事
蹟
報
告
、
講
演
、

講
座
等
を
利
用
す
る
。

c
、
学
生
に
生
産
労
働
、
社
会
実
践
活
動
に
参
加
さ
せ
る
。
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何
れ
に
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
三
者
の
関
係
が
結
論
づ
け
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
経
済
の
発
展
が
教
育
の
発
展
を
、
教

育
の
発
展
が
人
材
の
養
成
を
高
め
、

人
材
の
養
成
が
社
会
経
済

の
発
展
を
も
た
ら
す
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
教
育
投
資
の
問
題
〉

教
育
投
資
の
問
題
教
育
の
発
展
を
保
障
す
る
も
の
は
、
大
量

の
人
力
物
力
、
財
力
を
投
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で

教
育
投
資
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
上
海
に
お
け
る
教
育
投
資

の
実
情
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

(1) 

上
海
人
民
政
府
の
投
資
。
各
級
各
類
の
教
育
経
費
の
主
た
る
も
の
で
、

九
五

O
J
八
八
年
、
市
財
政
予
算
内
教
育
経
費
(
教
育
事
業
経
費
、
教
育
基
建
投
資
を
含

む
〉
は
八
五
・
三
七
億
元
、

そ
の
内
七
八
J
八
八
年
五
七
・
一
六
億
元
で
あ
っ
た
。
更

に
、
教
育
税
、
金
業
協
力
の
経
費
を
含
め
る
と
、

五
O
J
八
八
年
で
は
総
計
九
四
・
七

一
億
元
、

七
八
J
八
八
年
に
は
六
五
・
二
一
億
元
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
、

(2) 

社
会
の
教
育
投
資
。

一
九
七
八
J
八
八
年
、
約
五
・
九

O
億
元
で
あ
っ
た
。

(3) 

学
校
自
身
に
依
る
収
入
。
小
中
学
校
で
は
勤
工
倹
学
、
高
等
院
校
で
は
技
術
開

発
、
技
術
服
務
、
委
託
等
に
よ
る
収
入
を
教
育
経
費
に
補
充
し
た
。

一
九
五
九
J
八
八

年
五
・
九
一
億
元
、

そ
の
中
七
八
J
八
八
年
に
は
三
・
九
三
億
元
で
あ
っ
た
。

(4) 

学
雑
費
収
入
。
小
中
学
生
に
規
定
さ
れ
て
い
る
雑
費
納
入
は
一
九
七
八
J
八
八

年
に
一
・
三
四
億
元
で
あ
る
。
以
上
で
あ
る
が
、
国
民
経
済
の
発
展
速
度
と
教
育
投
資

の
速
度
を
勘
案
す
る
と
問
題
も
あ
る
の
で
、

ω財
政
予
算
の
拡
大
、

ω教
育
税
の
完
全

徴
集
、
同
奨
励
政
策
、
教
育
産
業
の
樹
立
、

ω適
当
な
学
雑
費
の
徴
集
も
計
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
と
提
議
し
て
い
る
。

湖
北
省
に
於
い
て
も
事
情
と
対
応
は
同
じ
で
あ
り
、
特
に
予
算
外
の
集
資
に
主
眼
を

置
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
仙
教
育
税
に
関
し
て
は
、
人
民
の
生
活
水
準
の
向
上

に
従
っ
て
建
設
新
税
、
個
体
戸
教
育
税
等
の
徴
集
を
導
入
す
る
。

ω校
弁
産
業
(
学
校

が
経
営
す
る
産
業
)
は
科
技
力
を
有
す
る
の
で
附
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
も
職
業
訓
練

も
新
技
術
の
開
発
、
産
品
開
発
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
寸
勤
工
倹
学
」
を
計
る
。

一
九
八
二
年
の
純
収
入
は

0
・
三
億
元
で
、

九
O
年
に
は

0
・
八
一
億
元
に
達
し
て
い

た
「
個
人
投
資
」
は
非
義
務
教
育
段
階
で
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
生
活
水
準
と
消
費
水

準
が
高
ま
れ
ば
個
人
の
教
育
投
資
の
比
重
も
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

又
、
「
社
会
集
資
」
も
重
要
で
あ
り
、
経
済
条
件
の
良
好
な
地
方
で
は
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
、
教
育
投
資
の
増
加
を
求
め
る
こ
と
に
並
ん
で
、
管
理
体
制
の
整
備
も
重
要

で
あ
る
。

(1) 

教
育
投
資
管
理
体
制
の
改
革

(2) 

教
育
税
徴
集
と
管
理
の
厳
格
化

(3) 

予
算
外
教
育
経
費
の
使
用
管
理

こ
れ
ら
を
強
化
す
る
と
と
も
に
予
決
算
制
度
、
財
務
制
度
、
電
算
制
度
に
つ
い
て
の

監
督
を
強
化
し
、
汚
職
、
乱
用
、
浪
費
に
関
し
て
は
規
定
を
設
け
、
責
任
の
所
在
を
明

ら
か
に
し
、
法
に
よ
り
「
厳
粛
処
理
」
が
必
要
で
あ
る
。

中
国
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、
経
済
、
社
会
、
政
治
、
人
口
等
、
実
に
様
々
な
問

題
が
あ
る
中
で
、

一
番
大
き
な
圧
力
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
人
口
増
加
と
物
価
上
昇
に

伴
な
っ
て
生
ず
る
経
費
不
足
の
問
題
、
発
展
の
た
め
に
必
要
な
中
堅
の
人
材
の
不
足
の

問
題
、
社
会
の
交
動
に
伴
な
っ
て
生
ず
る
個
人
利
益
追
求
の
過
熱
化
と
頼
廃
の
問
題
の

ょ
う
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
に
教
育
部
門
に
属
す
る
多
く
の



真
撃
な
努
力
に
は
感
激
を
お
ぼ
え
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
の
教
育
問
題
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
折
、

七
十
を
と
う
に
超
え
た
老
教
授
に
「
老
大
国
中
国
は
何

故
近
代
化
に
失
敗
し
た
の
か
、
問
題
は
教
育
に
あ
る
の
か
」
と
間
わ
れ
、

ま
た
、
湖
北

省
紅
安
県
の
農
村
の
学
校
を
視
察
し
た
時
、
同
行
し
て
い
た
だ
い
た
湖
北
省
教
育
委
員

会
教
育
研
究
所
の
所
長
は
「
学
生
は
卒
業
し
て
も
故
郷
に
帰
っ
て
来
な
い
。

い
か
に
す

れ
ば
学
生
を
地
方
に
定
着
さ
せ
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
経
済
の
発
展
、
生
活
の
安

定
が
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
L

と
語
り
続
け
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
視
点
こ
そ
変

つ
で
も
、
中
国
の
現
状
と
未
来
を
憂
れ
う
る
人
々
の
真
剣
な
教
育
改
革
に
関
す
る
議
論

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

註ω
図
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・
「
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」
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湖北省

表1 1995年， 2000年の各級各類学歴教育の規模

1995年(万人) 2000年(万人)

小学 654.7 778.4 

初級中学 223. 7~226.3 273. 4~284. 6 

普通高級中学 34.3~34.8 37.7~38.5 

職業高級中学 17 .8~18.2 28.3~28.9 

技術学校 7.8~8.0 12. 7~13.0 

中等専門学校 14.1~14.6 14.3~14.6 

地方高校 5.3~5.6 7.4~7.55 

内、本科 l. 7~ l.8 2 .4~2.45 

専科 3.6~3.8 5.0~5.1 

表2 各種文化程度の人口とその比重

よと
1990年 1982年 1964年

人数(万人) % 人数(万人) % 人数(万人) % 

大学 84.50 l.57 30.15 0.63 12.66 0.38 

高級中学 478.30 8.86 350.31 7.52 38.69 l.15 

初級中学 1250.15 23.16 893.67 18.69 148.57 4.41 

小学 1933.85 35.83 1705.27 35.67 883.58 26.21 
L._ 

表 3 1990年文化水準総合指標

文盲半盲人口比% 文化程度総合平均値

15.88 5.68 

15.79 5.75 

表4 1990年性別人口の文化程度

大学 高中 初中 小学 文盲半盲

合計(%) 100 100 100 100 100 

男 7l. 99 62.11 6l.43 5l.44 28.85 

女 28.01 37.39 38.57 48.56 71.15 

中
国
に
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表 5 19叩年，年令人口の文化構成 C%)

年令 大学 局中 初中 小学 文盲半文盲

15~19 0.83 13.15 46.94 36.56 2.52 

20~24 3.16 12.80 46.46 34.25 3.34 

25~29 3.31 25.90 43.23 22.38 5.18 

30~34 2.30 24.49 31. 96 29.53 11.71 

35~39 2.39 10.07 27.87 41. 74 17.92 

40~44 2.30 6.77 21.62 46.75 22.56 

45~49 2.35 6.88 20.05 38.34 32.38 

50~54 2.70 5.36 11.29 35.11 45.54 

55~59 1.61 3.39 8.97 29.54 56.49 

60~64 1.12 2.50 6.60 24.04 65.74 

65以上 0.56 1.20 3.50 16.67 78.07 

表 6 湖北省各学齢人口の変化(万人〕

小学適齢人口 初中適齢人口 両中適齢人口 大学適齢人口

人数 目リ年比 人数 百日年比 人数 前年比 人数 前年比

'90 547.36 270.69 329.36 515.74 

91 557.09 9.73 263.47 7.22 304.02 25.34 512.31 3.43 

92 572.00 14.91 263.40 0.02 280.43 23.59 480.85 31.46 

93 581.15 9.15 273.51 10.04 269.07 11.36 450.03 30.82 

94 620.38 39.23 271. 55 1.96 262.69 6.38 418.84 31.19 

95 651.83 31.50 277.91 6.36 262.65 0.04 390.65 28.19 

96 686.65 34.77 272.28 5.63 272.75 10.10 367.19 23.46 

97 718.98 32.33 283.98 11. 70 270.81 1. 94 353.30 13.89 

98 744.78 25.80 292.53 8.55 277.18 6.37 349.57 3.73 

99 773.56 28.78 307.32 14.79 271.59 5.59 354.57 10.00 

2000 778.35 4町79 334.78 27.86 283.28 11.69 354.23 5.34 
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図 3 湖北省1990年教育構造の現状
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図4 湖北省教育構造図
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